
帯状疱疹で入院される方へ（入院治療計画書）
下記のようなスケジュールに沿っての入院生活になる予定です。予定は変更になる場合があります。ご不明な点は遠慮なくお尋ねください。 済生会横浜市南部病院

入院日（外来から病棟） 2日目～退院前日（約1週間程度） 退院日
　　　　月　　　日

安静

入院後、病棟看護師から説明が
あります。その後点滴を開始し
ます。点滴終了後外出できま
す。

・病院内を自由に歩行できます。
・疲労を避ける為安静が一番ですが、過度なストレスがないよう医師の許可が
  あれば外出･外泊も可能です。

食事

・治療のための制限はありませ
ん。
・糖尿病や高血圧といった既往
がある場合は、治療食となる場
合があります。

・治療のための制限はありません。
・糖尿病や高血圧といった既往がある場合は、治療食となる場合があります。

薬

・普段飲んでいる薬の継続につ
いては、医師に確認の上、説明
があります。
・内服薬が処方される場合があ
ります。
・痛みが我慢できない時は別の
痛み止めがありますのでご相談
ください。

・普段飲んでいる薬の継続については、医師に確認の上説明があります。
・内服薬は継続してください。
・毎日6時１４時20時ごろより点滴があります。お部屋でお待ち下さい。
・痛みが我慢できない時は、別の痛み止めがありますのでご相談ください。

検査・処
置

・血液検査・尿検査・心電図
　検査・レントゲン撮影がありま
す。

・土日以外は毎日病棟処置室で診察があります。月・火・木・金は午前中、水曜
は午後からになります。（都合により変更する場合があります）土日は、医師が
不在の場合、看護師がガーゼ交換を行います。
・毎日体温・脈拍・血圧の測定があります。

説明

・入退院受付にて入院申し込み
　をして下さい

・薬剤師より薬の説明があります。
・皮疹があってもシャワーに入れます。強くしみたり、痛みが強い時はご相談くだ
さい。
・退院が近づき、軟膏の処置を続ける必要がある場合は、その方法を説明しま
す。

                         上記内容について説明を受け、理解しました。　 患者または家族等
20051130

※この用紙を入院時必ずお持ちください。

主治医（説明医）
医師氏名：

担当看護師
氏名：

月日

・退院日の朝に血液検査を行います。土日退院の場合は
前日になります。
・状態により入院期間が長くなる場合があります。

・処方された内服薬は痛みや皮膚の違和感が残っている
時は継続してください。症状が落ち着いている時は医師
に相談してください。

・看護師より退院の説明と病棟の事務員から会計の説
　明があります。お部屋でお待ち下さい。

退院後は疲労やストレスをためすぎないようにし
ましょう。
痛みやかゆみなど、皮膚に違和感が残っている
あいだはビタミン剤（メチコバール）の内服は続
けてください。


